	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	平成２７年
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	第１２回（定例会）東かがわ市教育委員会議
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	会議録
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


平成２７年１０月２６日（月）
	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	教育長職務代理
	向山　正裕

	委員
	吉田　りえ子

	
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	欠席構成員

	

	　
	　

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	久保　輝起
	学校教育課　主査
	十河　真衣

	生涯学習課長
	赤澤　正己
	学校教育課　主事
	原　譲司

	学校教育課　主幹
	籔根　賢次
	
	

	学校教育課　副主幹
	工藤　功雄
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	工藤　功雄
	
	

	
	
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　吉田　りえ子

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　工藤　功雄

	【特記事項】　傍聴人：２名
	
	
	
	
	


議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成27年度第11回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案　第１号　東かがわ市家庭教育学級の開設及び運営に関する要領の一部改正について

	日程第６
	報告　第１号　外国語活動支援員の採用者について

	日程第７
	議案　第２号　通学する学校の変更申請の承認について

	日程第８
	議案　第３号　平成28年度入学する学校の変更申請者の承認について


【議　事　内　容】
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時２８分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、吉田委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成２７年度第１１回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、１０月（９月２６日から１０月２６日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　向山委員　　　１０月５日の東部教育長会現地研修（土庄町）ですが、指導員のどういうところが充実していたのですか。
○　教育長　　　　極端な話ですが、特別支援教育支援員が２０名ほどいました。規模的には大内小学校と同じぐらいで、多いクラスでは担任と支援員が４人ぐらいおり、そのあたりが充実していました。
○　吉田委員　　　子ども園、幼稚園等運動会をみて、子どもが急に減っているということに愕然とする想いで拝見しました。中学校では１学年１クラスになるところもありますが、そのあたりを深く議論していないような気がします。
○　教育長　　　　総合教育会議で市長とこの話ができればと思っています。統廃合等たくさんの案件がありますので、早急に機会をもつ必要があると思っています。
■日程第５　議案　第１号　家庭教育学級の開設及び運営に関する要領の一部改正について
　生涯学習課・赤澤課長から要領の一部改正について説明。

<質疑>
○　教育長　　　　先生が会計、書記を担当しているのが実情だと思いますが、負担になっていないのですか。
○　生涯学習課長　負担になっているとは思いますが、実際に保護者でそれをするのは難しいのが現状です。具体的な計画は、学級長や役員で決めています。全ての学校ではないのですが、通常は準備等を先生が行っています。これまでどおり保護者の中から選ぶ学校もあるでしょうし、担当の先生がする学校もあると思います、今回の一部改正は、どちらでも選択できるように改正するものです。
○　山本委員　　　学習時間が年間１８時間ですが、いつ頃実施されるのですか。
○　生涯学習課長　幼稚園、保育所については日曜日の実施が多く、小学校の場合は、参観日等の行事にあわせて行う場合が多いです。
○　大久保委員　　実際に家庭教育学級に参加させていただいたこともあるのですが、講師の手配等難しかった印象があります。これはＰＴＡの組織で実施はできないのでしょうか。
○　生涯学習課長　ＰＴＡ行事とは基本的に違うところがあって、家庭教育学級には必須項目があります。例えば人権学習とかを必須としており年間の計画に中には、必ず一つは選択して実施してもらっています。そのあたりもありますので、ＰＴＡの活動とは別のものになります。
○　大久保委員　　全員の方が出席できるような取組を進めていただきたいと思います。
■日程第６　報告　第１号　外国語活動支援員の採用者について

　学校教育課・原主事が採用者について説明。
<質疑>
○　吉田委員　　　外国語活動支援員は何人になったのですか。

○　原主事　　　　ネイティブの先生が３人で支援員が８名です。
○　吉田委員　　　ネイティブの先生一人に支援員が５人ぐらいのですか。
○　学校教育課長　４人または５人です。
○　吉田委員　　　これだけの支援員が必要ですか。

○　学校教育課長　これから事業を拡大するにあたって、芯となる先生方を育成したい考えがあるので採用しています。
○　教育長　　　　他になければ外国語活動支援員の採用者についてを報告済みとします。
■日程第７・８については非公開とする
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